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す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
が
、２
０
３

１
年
度
の
第
２
段
階
終
了
時
期
や
、廃
止

措
置
計
画
全
体
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
安
全
を
最
優
先
に
、

一
つ
一
つ
の
作
業
を
慎
重
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

※
燃
料
交
換
装
置
の
し
ゃ
へ
い
体
を
つ
か
ん
で
離

す
装
置
の
不
具
合
。
金
属
部
品
が
擦
れ
合
う
こ

と
に
よ
り
傷
が
で
き
、負
荷
が
か
か
っ
た
こ
と

が
原
因
。

もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる
「獅子」をイメージしたもの

主要作業の状況について

廃止措置作業（第２段階）の状況

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
処
理
に
関
す
る

英
国
企
業
と
の
個
別
契
約
締
結

「
も
ん
じ
ゅ
」で
は
、２
０
２
８
年
度
か

ら
２
０
３
１
年
度
に
冷
却
材
と
し
て
使
用

し
て
い
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
英
国
に
搬
出
す

る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
搬
出
し
た
ナ
ト

リ
ウ
ム
は
、英
国
内
で
工
業
用
中
和
剤
と

し
て
利
用
す
る
た
め
に
処
理
す
る
計
画
と

し
て
お
り
、９
月
19
日
、２
０
２
３
年
に
英

国
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
社
と
締
結
し
た

枠
組
み
契
約
に
基
づ
き
、英
国
で
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
処
理
に
向
け
た
個
別
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

本
契
約
で
は
、約
３
年
に
わ
た
り
英
国

に
お
け
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
処
理
準
備
と
し
て
、

処
理
施
設
建
設
に
係
る
英
国
内
で
の
許
認

可
手
続
き
及
び
建
設
、試
運
転
ま
で
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
搬
出
に
向
け
た

準
備
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

制
御
回
路
の
ヒ
ュ
ー
ズ
断
線
、

設
備
復
旧
に
向
け
た
対
応
を
実
施
中

11
月
３
日
、「
も
ん
じ
ゅ
」に
て
制
御
回

路
の
ヒ
ュ
ー
ズ
が
断
線
す
る
不
具
合
が
発

生
し
ま
し
た（
図
）。

「
も
ん
じ
ゅ
」で
は
、本
年
３
月
に
発
生

し
た
機
器
の
不
具
合（
※
）へ
の
対
策
を
行

い
、し
ゃ
へ
い
体
等
取
出
し
作
業
の
再
開

に
向
け
た
燃
料
交
換
装
置
の
作
動
試
験
を

実
施
し
て
お
り
、ヒ
ュ
ー
ズ
断
線
は
そ
の

最
中
に
発
生
し
た
も
の
で
す
。
燃
料
交
換

装
置
内
部
を
確
認
し
た
結
果
、し
ゃ
へ
い

体
を
つ
か
ん
だ
り
離
し
た
り
す
る「
爪
」を

動
か
す
モ
ー
タ
が
内
部
で
損
傷
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
モ
ー
タ
は
、作
業
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、出
力
を
高
め
た
縦
が
長
い
も
の

で
、接
触
防
止
の
た
め
装
置
本
体
の
駆
動

部
上
蓋
内
面
の
み
を

削
っ
て
設
置
し
ま
し

た
。
し
か
し
、装
置
内

部
が
回
転
す
る
構
造

を
十
分
に
考
慮
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、旋

回
時
に
モ
ー
タ
上
部

と
上
蓋
が
接
触
し
、損

傷
の
原
因
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
、設
備
復

旧
に
向
け
た
対
応
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、

し
ゃ
へ
い
体
等
取
出

し
作
業
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
定
の
２
０
２

６
年
度
完
了
予
定
か

ら
は
１
年
程
度
遅
延

燃料交換装置
（内部のみが回転する構造）

昇降駆動装置昇降駆動装置
爪開閉用
モータ
（縦が長いもの）

図  発生状況
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廃
止
措
置
技
術
の
成
果
を
発
信
し
、 

社
会
貢
献
や
新
た
な
知
見
の
習
得

９
月
10
〜
12
日
に
福
岡
県
北
九
州
市
の
北

九
州
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
日
本
原
子

力
学
会
２
０
２
５
年
秋
の
大
会
に
お
い
て
、

「
ふ
げ
ん
」
の
若
手
技
術
者
が
日
頃
の
業
務

の
積
み
重
ね
で
得
ら
れ
た
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。

�・ 
原
子
炉
の
解
体
を
安
全
に
実
施
す
る
た

め
の
技
術
に
関
す
る
発
表 

２
件

 ・ 

濃
縮
し
た
廃
液
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め
て
安
全
に

処
分
す
る
技
術
に
関
す
る
発
表 

２
件

 

計
４
件

今
回
の
発
表
は
、「
ふ
げ
ん
」
の
廃
止
措

置
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
発
信
し
、
社
会
貢

献
を
果
た
す
と
と
も
に
、
発
表

で
の
質
疑
応
答
を
通
し
て
、
外

部
の
方
々
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
業
務
に
反
映
す
る

貴
重
な
経
験
に
も
な
り
ま
し
た
。

原
子
炉
解
体
技
術
の
発
表
で
は
、
原
子
力

分
野
以
外
の
方
か
ら
廃
止
措
置
で
利
用
す
る

レ
ー
ザ
ー
技
術
に
関
す
る
質
問
を
い
た
だ

き
、
切
断
な
ど
の
技
術
が
原
子
力
以
外
の
分

野
に
も
役
立
つ
可
能
性
を
発
見
し
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
メ
ン
ト
固
化
技
術
の
発
表
で
は
、

廃
液
と
セ
メ
ン
ト
の
混
合
物
の
流
れ
や
す
さ

な
ど
具
体
的
な
質
問
を
多
く
い
た
だ
き
、
廃

止
措
置
技
術
へ
の
関
心
の
大
き
さ
を
改
め
て

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
を
通
じ
て
得
た
経
験
な
ど
を

「
ふ
げ
ん
」
内
で
共
有
し
、
今
後
も
社
会
に

貢
献
で
き
る
技
術
開
発
と
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ふげんREPORT

日本原子力学会2025年秋の大会
廃止措置における技術成果の発信

「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる
「象」をイメージしたもの

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
を
活
用
し
た

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
金
属
製
ベ
ン
チ
の
設
置

廃
止
措
置
作
業
で
発
生
す
る
解
体
廃
棄

物
に
関
す
る
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度（
※
１
）の

社
会
定
着
に
向
け
て
、リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

資
源
で
あ
る
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
金
属（
※
２
）の

再
利
用
へ
の
理
解
促
進
活
動
を
国
、自
治
体

や
電
力
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

２
０
２
５
年
度
は
、敦
賀
市
の
協
力
の
も

と
、敦
賀
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
な
ど
に

「
ふ
げ
ん
」の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
金
属
を
再
利

用
し
て
製
造
し
た
ベ
ン
チ
を
４
台
設
置
し
ま

し
た
。
な
お
、こ
の
よ
う
な
製
品（
サ
イ
ク
ル

ス
タ
ン
ド
、車
止
め
な
ど
）は
、現
在
、福
井

県
内
す
べ
て
の
市
町
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、こ
の

よ
う
な
取
組
み
を

継
続
し
、ク
リ
ア

ラ
ン
ス
制
度
の
理

解
促
進
、循
環
型

社
会
の
実
現
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま

す
。

※
１ 　

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
…
放
射
性
廃
棄

物
の
う
ち
、放
射
能
濃
度
が
低
く
、人
体

へ
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
に
つ

い
て
、国
の
許
可
・
確
認
を
受
け
て
、一
般

の
産
業
廃
棄
物
と
同
様
に
再
利
用
ま
た

は
処
分
で
き
る
制
度
。

※
２ 　

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
金
属
…
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

制
度
に
お
い
て
国
の
確
認
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、一
般
の
有
価
物
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
。

設置したベンチ (敦賀市総合運動公園体育館 )

溶接装置の構成

ラック&ピニオンマニピュレータを
搭載する台車
（旋回機構）

検査装置の構成

マニピュレータ

先端装置（溶接） 先端装置（検査）

遠隔溶接・検査装置
全体概要

セメント供給設備

混練機

M

→

洗浄系

固型化供給
タンク

廃液系

運転
停止

計量供給
装置

スクリューフィーダ

・アウトドラム方式

・計量供給装置で廃棄体1体分の濃縮
廃液を計量し混練機に供給する

・混練機にセメントを加えて混練し
ドラム缶に充填する

・濃縮廃液4体 + 洗浄スラリ固化体1体

 セメント混練固化装置の設備仕様

日本原子力学会の様子

発表資料の一例
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今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
通

じ
て
、
地
域
企
業
の
皆
様
と
連
携
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
、
福
井
県
内
の
「
多

様
な
地
域
産
業
の
発
展
」
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

※
技
術
課
題
解
決
促
進
事
業

　

機
構
の
業
務
上
発
生
す
る
技
術
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
を
目
的
に
、地
域
企
業
か
ら
提
案
さ

れ
る
ア
イ
デ
ア
の
実
用
化
を
図
る
事
業（
課
題

解
決
型
）及
び
、地
域
企
業
か
ら
廃
止
措
置
全
般

に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
を
提
案
い
た
だ
き
、実
用

化
を
図
る
事
業（
企
業
提
案
型
）で
す
。

つるそうけんNEWS （「つるそうけん」とは、
敦賀総合研究開発センターの略称です。）

原
子
力
機
構
の
研
究
開
発
で

生
み
出
さ
れ
た
技
術
を
紹
介

敦
総
研
で
は
、
地
域
産
業
界
の
皆

様
に
新
製
品
や
新
技
術
の
開
発
に
役

立
て
て
い
た
だ
い
た
り
、
原
子
力
分

野
へ
幅
広
く
参
入
い
た
だ
く
こ
と
等

を
目
的
に
、
２
０
０
４
年
か
ら
「
敦

総
研
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
、
原
子
力
機
構
の
研
究
開
発
で
生

み
出
さ
れ
た
様
々
な
技
術
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

当
セ
ミ
ナ
ー
は
福
井
県
が
定
め
る

「
嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
」
で
も
、

「
多
様
な
地
域
産
業
の
育
成
」
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
原
子
力
人
材
の
育

成
に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
よ
り
多
く
の
地
域
企
業
に
参
加

を
い
た
だ
く
た
め
、
地
元
福
井
大
学

産
学
官
連
携
本
部
と
の
共
催
で
実
施

し
、
11
月
25
日
（
福
井
）、
26
日
（
敦

賀
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

敦
総
研
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

敦
賀
市
、
坂
井
市
の
企
業
か
ら

技
術
課
題
解
決
提
案
も

当
日
は
、
冒
頭
に
各
先
端
分
野
の
技

術
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
福
井
大
学
か

ら
は
、
も
の
づ
く
り
製
造
現
場
に
お
け

る
設
計
図
加
工
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（
Ｃ
Ａ
Ｍ
）
に
関
す
る
研
究
開
発
、
原

子
力
機
構
か
ら

は
、
半
導
体
材
料

な
ど
を
運
ぶ
軽

量
・
コ
ン
パ
ク
ト

で
電
源
不
要
の
超

高
真
空
容
器
に
関

す
る
技
術
開
発
の

状
況
を
説
明
し
ま

し
た
。

次
に
、
技
術
課

題
解
決
促
進
事

業
（
※
）
に
お
け

る
実
施
状
況
に
つ

い
て
地
域
企
業
の

方
か
ら
報
告
い
た

だ
き
ま
し
た
。

︻
福
井
会
場
︼
坂
井
市
の
企
業
２
社

・「
バ
ス
ケ
ッ
ト
移
動
方
法
の
安
全
性

を
高
め
る
治
具
の
検
討
・
試
作
」

・「
運
搬
及
び
安
全
性
向
上
の
た
め
の

仮
設
昇
降
設
備
の
検
討
・
試
作
」

︻
敦
賀
会
場
︼
敦
賀
市
の
企
業
２
社

・「
廃
止
措
置
作
業
現
場
段
差
用

ス
ロ
ー
プ
の
検
討
・
試
作
」

・「
放
射
線
管
理
区
域
入
域
の
際
に
使

用
す
る
多
目
的
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
の

検
討
・
試
作
」

福井会場（13 社20 名  福井商工会議所にて）

敦賀会場（16 社21 名  アクアトムにて）
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つつ るる ほ ん だ よ り
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
の
修
正

原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
の
修
正

５
月
19
日
、「
も
ん
じ
ゅ
」
は
原
子
力

規
制
委
員
会
よ
り
「
冷
却
告
示
（
※
１
）」

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
も

ん
じ
ゅ
」
の
使
用
済
燃
料
集
合
体
が
十
分

な
期
間
冷
却
さ
れ
、
万
が
一
燃
料
池
の
水

が
喪
失
し
た
場
合
で
も
、
燃
料
被
覆
管
が

破
損
せ
ず
燃
料
体
が
健
全
な
状
態
で
問
題

が
な
い
こ
と
や
、
周
辺
環
境
へ
の
放
射
線

被
ば
く
の
影
響
が
小
さ
い
こ
と
等
が
確
認

で
き
た
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
指
定
を
受
け
、
す
で

に
冷
却
告
示
指
定
を
受
け
て
い
る
「
ふ
げ

ん
」
を
含
め
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務

計
画
の
修
正
を
行
い
、
予
防
的
防
護
措
置

を
準
備
す
る
区
域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）（
※
２
）
が

な
く
な
り
、
緊
急
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）（
※
３
）
が
半
径
30
キ
ロ

か
ら
5
キ
ロ
へ
変
更
（
図
１
）、
緊
急
時
活

動
レ
ベ
ル（
Ｅ
Ａ
Ｌ
）（
※
４
）の
変
更（
図
２
）

な
ど
を
反
映
す
る
た
め
、
関
係
自
治
体
と

の
協
議
を
経
た
上
で
、
10
月
10
日
に
内
閣

総
理
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届

け
出
ま
し
た
。

今
後
と
も
「
ふ
げ
ん
」
及
び
「
も
ん

じ
ゅ
」
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

原
子
力
防
災
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

※
１
：
冷
却
告
示

　

原
子
炉
等
規
制
法
第
43
条
の
３
の
34
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
く
廃
止
措
置
計
画
の
認
可

を
受
け
、か
つ
、照
射
済
燃
料
集
合
体
が
十

分
な
期
間
冷
却
さ
れ
た
も
の
と
し
て
原
子
力

規
制
委
員
会
が
定
め
た
発
電
用
原
子
炉
施

設
。

※
２
：
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域（PAZ

：

Precautionary Action Zone

）

　

原
子
力
災
害
時
に
、放
射
性
物
質
が
放
出

さ
れ
る
前
の
段
階
か
ら
予
防
的
に
住
民
等
の

避
難
等
を
開
始
す
る
区
域
。

※
３
：
緊
急
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域（UPZ

：

Urgent Protection action planning Zone

）

　

原
子
力
災
害
時
に
、住
民
等
の
避
難
、屋

内
退
避
等
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
準
備
す

る
区
域
。

※
４
：
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル（EAL

：Em
ergency 

Action Level

）

　

避
難
や
屋
内
退
避
等
の
防
護
措
置
を
実
施

す
る
た
め
に
、原
子
力
施
設
の
状
況
に
応
じ

て
対
策
す
る
よ
う
事
前
に
定
め
た
判
断
基
準
。

原
子
力
施
設
の
状
態
や
公
衆
へ
の
放
射
線
の

影
響
等
に
基
づ
き「
警
戒
事
態
」、「
施
設
敷

地
緊
急
事
態
」及
び「
全
面
緊
急
事
態
」の
３

つ
に
区
分
さ
れ
、発
生
し
た
異
常
事
態
が
ど

の
区
分
に
な
る
か
の
判
断
を
す
る
際
に
用
い

ら
れ
る
。
Ｅ
Ａ
Ｌ
は
原
子
力
事
業
者
防
災
業

務
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
ふ
げ
ん
」
及
び
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
の
修
正
に
つ
い
て
、

関
係
自
治
体
と
の
協
議
を
経
た
上
で
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
に

届
け
出
ま
し
た
。

後示告却冷前示告却冷EAL略称

敷地境界付近の放射線量の上昇

通常放出経路での気体放射性物質の放出

通常放出経路での液体放射性物質の放出

火災爆発等による管理区域外での放射線の
放出

火災爆発等による管理区域外での放射性物
質の放出

施設内（原子炉外）臨界事故のおそれ

全交流電源喪失のおそれ
×

（適用外を明記）

直流電源の喪失
×

（適用外を明記）

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失
〇

（燃料池）

原子炉制御室他の機能喪失
×

（適用外を明記）

〇所内外通信連絡機能の喪失

重要区域での火災・溢水による安全機能喪
失の一部喪失

〇

原子力規制委員会委員長又は委員長代理が
警戒本部の設置を判断した場合

〇
〇

（変更なし）

震度６弱以上の地震が発生

大津波警報が発表された場合

原子力規制庁より警戒本部設置の連絡を受
けた場合

事業所外運搬での放射線量率の上昇

事業所外運搬での放射性物質漏えい
〇

〇
（変更なし）

ー
（削除）

ー
（削除）

放射線量・
放射性物質放出

冷やす

その他脅威

その他

事業所外運搬

（〇：運用中）

〇
〇

（変更なし）

〇
〇

（変更なし）

図２  緊急時活動レベル（EAL）の変更図１  PAZ、UPZ区域の変更

5



10
月
20
日
、「
も
ん
じ
ゅ
」サ
イ
ト

に
設
置
す
る
新
し
い
試
験
研
究
炉
に

関
し
、学
界
、産
業
界
、地
元
自
治
体

等
で
構
成
す
る
第
５
回
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
会
合
を
福
井
大
学
附
属
国
際
原

子
力
工
学
研
究
所
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

本
会
合
で
は
試
験
研
究
炉
の
設
計

や
地
質
調
査
の
状
況
、設
置
す
る
中

性
子
実
験
装
置
の
概
要
、試
験
研
究

炉
の
利
用
促
進
・
地
域
と
の
連
携
等

の
検
討
状
況
や
今
後
の
検
討
の
進
め

方
に
つ
い
て
、実
施
主
体
で
あ
る
原

子
力
機
構
、京
都
大
学
及
び
福
井
大

学
か
ら
各
々
説
明
し
ま
し
た
。
原
子

力
機
構
が
実
施
し
て
い
る
地
質
調
査

の
状
況
に
つ
い
て
は
２
０
２
４
年
に

国
土
地
理
院
か
ら
示
さ
れ
た「
推
定

活
断
層
」に
関
す
る
調
査
の
概
要
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
委
員
の
皆
様

か
ら
は
、設
置
許
可
申
請
見
込
み
時

期
の
提
示
、試
験
研
究
炉
の
利
活
用

に
向
け
た
地
元
企
業
支
援
、中
性
子

を
利
用
し
た
新
た
な
地
元
産
業
の
創

原
子
力
機
構
で
は
、地
域
の
会
合

等
の
場
に
お
伺
い
し
て
事
業
の
状
況

等
を
ご
紹
介
す
る「
さ
い
く
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」を
継
続
実
施
し
て
い
ま

す
。
８
月
か
ら
10
月
に
は
敦
賀
市
内

の
区
長
会
や
団
体
等
の
会
合
の
中

で
お
時
間
を
い
た
だ
き
、延
べ
4
ヵ

所
63
名
の
皆
様
に
説
明
い
た
し
ま
し

た
。10

月
７
日
に
実
施
し
た「
さ
い
く

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」で
は
、「
ふ
げ
ん
」

の
廃
止
措
置
の
状
況
、解
体
に
伴
い

出
等
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
も
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
合
等

の
場
に
お
い
て
、様
々
な
意
見
等
を

い
た
だ
き
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

発
生
す
る
解
体
廃
棄
物
の
量
な
ら
び

に
処
分
方
法
、ク
リ
ア
ラ
ン
ス
金
属

の
再
利
用
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、ク
リ
ア

ラ
ン
ス
金
属
を
直
接
手
に
取
っ
て
い

た
だ
き
放
射
線
量
を
測
定
し
、ク
リ

ア
ラ
ン
ス
金
属
の
放
射
能
濃
度
に
問

題
が
な
い
こ
と
を
確
認
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は

「
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
取
組
み
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、製
品
で
あ
る
表
示

を
見
や
す
く
す
る
と
良
い
」「
初
め
て

知
っ
た
の
で
勉
強

に
な
っ
た
」等
の

貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、地

域
の
皆
様
と
の
対

話
活
動
を
継
続

し
、い
た
だ
い
た

意
見
を
事
業
に
反

映
し
な
が
ら
理
解

促
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

新
試
験
研
究
炉
に
係
る
第
５
回

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
合
を
開
催

「
さ
い
く
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を

実
施

（上）クリアランスに関するご説明
（下）クリアランス金属測定体験の様子

第５回コンソーシアム会合の様子（敦賀市内にて）

新試験研究炉トピックス

つ る ほ ん だ よ り
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つつ るる ほ ん だ よ り
原
子
力
機
構
は

原
子
力
機
構
は

設
立
設
立
2020
年
を
迎
え
ま
し
た
。

年
を
迎
え
ま
し
た
。

原
子
力
機
構
は
、
２
０
２
５
年

10
月
に
設
立
20
年
を
迎
え
、
近
年

の
大
き
な
環
境
変
化
に
対
応
す
べ

く
原
子
力
技
術
を
介
し
た
社
会
貢

献
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

10
月
22
日
に
は
第
20
回
原
子
力

機
構
報
告
会
を
開
催
し
、
東
京
会

場
へ
の
来
場
及
び
ウ
ェ
ブ
視
聴
を

併
せ
て
約
２
４
０
０
名
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
敦
賀

地
区
か
ら
も
池
澤
敦
賀
市
副
市
長

を
は
じ
め
、
地
元
議
員
、
商
工
会

の
方
々
な
ど
多
く
の
ご
来
賓
に
お

越
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
米
澤

敦
賀
市
長
、
戸
嶋
美
浜
町
長
に

は
、
報
告
会
冒
頭
に
上
映
し
た
立

地
自
治
体
首
長
に
よ
る
設
立
20
年

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
に
ご
出
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
会
は
興
味
を
持
っ

て
聴
講
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
の
構
成
を
見
直
し
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
来
場
者
の
方
々
か
ら
は
「
若

手
の
熱
意
が
伝
わ
り
研
究
成
果
発

表
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
参
加
し

て
有
意
義
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
成
果
展
示
エ
リ
ア
で
は
、
ク

リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
に
係
る
パ
ネ
ル
や

「
ふ
げ
ん
」「
も
ん
じ
ゅ
」
の
Ｖ
Ｒ
視
聴

体
験
ブ
ー
ス
な
ど
を
設
置
し
、
多
く
の

方
々
に
敦
賀
で
の
事
業
概
要
や
成
果
を

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
立
地
自
治
体

に
よ
る
観
光
紹
介
エ
リ
ア
で
は
、
敦
賀

市
か
ら
初
め
て
出
展
い
た
だ
き
、
特
産

品
の
販
売
を
通
じ
て
敦
賀
の
魅
力
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
れ
ま
で
の
20
年
の
歩
み
を

礎
に
原
子
力
機
構
の
価
値
を
高
め
、
さ

ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
べ
く
、
社
会
へ

の
貢
献
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｕ
Ｒ
Ｌ
及
び
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 https://w
w

w
.jaea.go.jp/jaea-

houkoku20/

●「
も
ん
じ
ゅREPO

RT

」に
つ
い
て
、

発
生
状
況
は
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
敦
賀
市
）

●
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、よ
う
や

く
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
段
階
に
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
教
室
を
開
く
の
は
と
て

も
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
敦
賀
市
）

●「
ふ
げ
んREPO

RT

」に
つ
い
て
、セ

メ
ン
ト
混
練
固
化
に
つ
い
て
は
難
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

（
若
狭
町
）

⬇
今
後
の
誌
面
作
成
に
あ
た
り
、改
善
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
魅
力
あ
る
新
試
験
研
究
炉
の
実
現
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
敦
賀
市
）

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
つ
る
が
の
四
季
」は
敦
賀
市
・
美
浜
町

内
各
戸
に
も
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、不
備
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
本
紙
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご

協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

ご

意

見

箱

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
敦
賀
事
業
本
部

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１

https://w
w
w
.jaea.go.jp/04/

xturuga/shiki/shiki.htm
l

〔
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〕

敦賀地区における成果展示パネルのご紹介（東京会場にて）立地自治体（敦賀市）による物販コーナー（東京会場にて）
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集
め
た
く
な
る

敦
賀
の
新
土
産

発
行
所
■
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

－

８
５
８
５
敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番
地

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w
.jaea.go.jp/04/turuga/ （

２
０
２
５
年
12
月
発
行
）

つ
る
が
の
四
季

つ
る
が
の
四
季
│
№148

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜

●

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
事
業
「
ふ
ら
っ
ぷ
」

　
　
　
　
　
　

０
７
７
０

－

３
６

－

４
５
１
８

敦
賀
の
新
し
い
お
土
産
を
公
募
し
、

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
を
製
品
化

敦
賀
の
グ
ル
メ
や
名
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
カ
プ
セ
ル
玩
具
を
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
で
販
売

す
る「
敦
ガ
チ
ャ
」。
遊
び
心
に
あ
ふ
れ
た
敦

賀
の
プ
チ
土
産
と
し
て
、登
場
以
来
、人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。

敦
ガ
チ
ャ
が
誕
生
し
た
の
は
、２
０
１
７

年
。
敦
賀
青
年
会
議
所
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

「
市
民
の
皆
さ
ん
に
敦
賀
の
新
し
い
お
土

産
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
ア
イ
デ
ア
を
一
般

公
募
し
ま
し
た
。
市
民
投
票
の
結
果
、グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
の
が
、こ
の
敦
ガ
チ
ャ

だ
っ
た
ん
で
す
」と
話
す
の
は
、当
時
、青
年

会
議
所
で
事
業
を
担
当
し
て
い
た
川
崎
悟
さ

ん
。
事
業
で
は
、ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
や
か
た
パ

ン
な
ど
敦
賀
の
名
物
や
名
所
を
モ
チ
ー
フ
に

４
種
類
の
敦
ガ
チ
ャ
を
製
作
し
、商
店
街
の

イ
ベ
ン
ト
で
お
披
露
目
し
て
大
き
な
反
響
を

呼
び
ま
し
た
。

「
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
が
敦
賀
に
寄
港
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
合
わ
せ
た
の
で
、地
元
住
民
は
も
ち
ろ

ん
、外
国
人
観
光
客
の
方
に
も
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
」と
、岩
井
さ
ん
。
賑
わ

い
づ
く
り
に
も
一
役
買
い
ま
し
た
。

就
労
支
援
事
業
所
に
よ
る

リ
ア
ル
で
細
や
か
な
モ
ノ
づ
く
り

敦
ガ
チ
ャ
の
製
作
を
手
掛
け
て
い
る
の
は
、

障
害
者
の
就
労
支
援
を
行
う
社
会
福
祉
事
業

所「
ふ
ら
っ
ぷ
」で
す
。
当
初
は
委
託
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、２
０
２
０
年
に
敦
賀
青
年

会
議
所
か
ら
事
業
を
引
き
継
ぎ
、現
在
で
は

製
作
か
ら
管
理
ま
で
一
連
の
業
務
を
担
っ
て

い
ま
す
。

ふ
ら
っ
ぷ
で
管
理
者
を
務
め
る
高
橋
か
お

り
さ
ん
は
、「
社
会
参
加
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
事
業
と
し
、そ
れ
が
就
労
者
の
方
々

の
仕
事
に
な
れ
ば
、と
い
う
思
い
か
ら
事
業

譲
渡
の
ご
相
談
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
作
っ
た
も
の
を
目
の
前
で（
ガ

チ
ャ
で
）回
し
て
も
ら
え
る
の
は
就
労
者
に

と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
す
」と
話
し
ま
す
。

ふ
ら
っ
ぷ
で
は
、手
先
を
使
っ
た
細
や
か

な
モ
ノ
づ
く
り
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
敦

ガ
チ
ャ
は
、紙
粘
土
や
樹
脂
粘
土
を
使
い
、

成
形
し
て
着
色
。
一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
で
仕

上
げ
て
い
ま
す
。
質
感
に
も
こ
だ
わ
り
、海

鮮
丼
は
魚
介
類
の
艶
や
か
さ
、皮
よ
う
か
ん

は
竹
皮
の
文
様
ま
で
リ
ア
ル
に
再
現
。
就
労

者
の
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
も
あ
り
、製
作
回

数
を
重
ね
る
ご
と
に
精
度
は
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
か
は
、

「
敦
賀
ら
し
い
も
の
を
」と
い
う

観
点
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
決
め
て
い
ま
す
。
ア
イ
テ
ム
数

は
年
々
増
加
し
、現
在
は
シ
リ
ー

ズ
第
３
弾
ま
で
を
市
内
５
ヵ
所
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

企
業
や
店
舗
か
ら
自
社
商
品
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
製
作
依
頼
も

敦
ガ
チ
ャ
は
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
時

に
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
紹
介
さ
れ
、広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
全
種
類
集
め
た
い
と
大
人
買
い
す
る
人

も
い
ま
す
し
、県
外
か
ら﹃
お
金
を
振
り
込

む
の
で
回
し
て
出
た
も
の
を
送
っ
て
ほ
し
い
﹄

と
い
う
お
電
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
」と
い
う
話
か
ら
も
、人
気
ぶ
り
が

伺
え
ま
す
。

精
巧
な
出
来
栄
え
は
市
民
や
観
光
客
だ
け

で
な
く
、企
業
や
商
店
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

お
り
、「
う
ち
の
商
品
を
敦
ガ
チ
ャ
に
し
て

ほ
し
い
」と
い
う
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
る
こ
と

も
。
敦
賀
を
は
じ
め
県
内
の
飲
食
店
な
ど
か

ら
自
社
商
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
製
作
を

依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、敦
ガ
チ
ャ
で
培
っ

た
技
術
が
広
く
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、中
池
見
湿
地
の
生
き
物
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
試
作
中
と
の
こ
と
。
新

た
な
敦
賀
の
魅
力
を
発
信
し
て
く
れ
そ
う
で

す
。

ふらっぷがこれまでに手掛けた数々。ソースカツ丼や皮よう
かん、かにパイなど敦賀市民にはおなじみの商品やメニュー
がリアルに再現されており、子どもはもちろん、大人も集め
たくなる魅力にあふれています。

紙粘土や樹脂粘土を使い、細かな
パーツなどを組み合わせて作り上
げていきます。なかには一つ作る
のに１週間かかるものもあるのだ
とか。

ふらっぷの他、敦賀駅交流
施設オルパークや温泉施
設リラ・ポート、日本海さ
かな街などに設置してい
ます。

集
め
た
く
な
る

敦
賀
の
新
土
産

敦
賀
の
新
し
い
お
土
産
を
公
募
し
、

敦
賀
の
新
土
産
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